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毎月１日・１５日は「安全の日」です。

東向陽台班 戸根　美津子
と ね み つ こ

「ギャラリーなごみ」リニューアルオープン！

第48号　（公社）富谷市シルバー人材センター　令和4年9月30日発行
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定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

令和３年度　事業計画と事業実績、達成率 令和4年度　事業計画、会員拡大の目標数値等
区　　　分 目　標　値 前 年 対 比

会　 員　 数 470人 96.5％

受 注 件 数
1,500件

(内派遣60件)
88.2％

受注契約金額 250,000千円 96.2％

(受託事業) (133,000千円) (93.0％ )

(労働者派遣事業) (117,000千円) (100％ )

就 業 延 人 員
45,000人日

(内派遣21,000人日)
88.2％

就　 業　 率 93％ 97.9％

粗 入 会 率 3.30％ 94.3％

項　　目 事業計画 事業実績 達成率

正 会 員 487人 442人  90.8％

特 別 会 員 1人 1人  100％

賛 助 会 員 11人 11人  100％

受 注 件 数 1,700件
1,419件

(内派遣78件)
83.5％

受注契約金額 260,000千円 251,651千円 96.8％

(受託事業) (143,000千円) (134,816千円) (94.3％ )

(労働者派遣事業) (117,000千円) (116,835千円) (99.9％ )

就 業 延 人 員 51,000人日 47,887人日 93.9％

就　 業　 率 95％ 94.1％ 99.1％

粗 入 会 率 3.50％ 3.08％ 88.0％

鈴木理事長の挨拶

令
和
4
年
度
定
時
総
会
が
5
月
27
日
富
谷
中
央
公
民
館
で
、
鷹
乃
杜
班
大
沼
美

也
子
氏
の
司
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
康
夫
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
当
セ
ン
タ
ー
の
組
織
運
営
に
お
い
て
良
き

指
導
者
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
今
期
で
退
任
さ
れ
た
理
事
（
4
人
）
監
事
（
1
人
）

及
び
設
立
以
来
永
き
に
わ
た
り
就
業
に
携
わ
り
ご
尽
力
さ
れ
、
他
の
模
範
で
あ
る

会
員
（
17
人
）
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
表
彰
者
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

続
い
て
、
来
賓
の
富
谷
市
若
生
裕
俊
市
長
と
富
谷
市
議
会
青
柳
信
義
議
長
よ
り

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

奥
山
育
男
事
務
局
長
よ
り
定
足
数
の
報
告
（
会
員
総
数
４

１
４
人
出
席
者
１
２
４
人
委
任
状
１
７
２
人
）
が
あ
り
、
本

定
時
総
会
が
適
正
に
成
立
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
富
ケ
丘
北
部
班
坂
本
喜
美
雄
氏
を
選
出
し
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

議
事
と
し
て
、
事
務
局
長
よ
り
、
報
告
事
項　

令
和
3
年

度
収
支
補
正
予
算
の
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
、
次
の
各
議
案

が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案	

令
和
3
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案	

令
和
3
年
度
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

監
事
菊
地
利
夫
氏
よ
り
監
査
報
告

第
三
号
議
案	

理
事
12
名
選
任
承
認
に
つ
い
て

第
四
号
議
案	

監
事
2
名
選
任
承
認
に
つ
い
て

次
に
事
務
局
長
よ
り
、
報
告
事
項　

令
和
4
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
長
谷
川
宏
副
理
事
長
の
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
定

時
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
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受賞者の声

役員退任された当日ご参加の皆様

会員表彰された当日ご参加の皆様

役員一同　宜しくお願い致します。　(敬称略)

役員紹介

受賞者ご芳名

学
校
業
務
を
振
り
返
っ
て

富
ヶ
丘
北
部
班
　
　
　

坂
本
　
喜
美
雄

○
表
彰
状

（
当
セ
ン
タ
ー
役
員
に
従
事
し
た
模
範
会
員
）

富
ケ
丘
北
部
班	

菅
井
　
初
江
　
様

富
ケ
丘
北
部
班	

佐
々
木
　
征
記
　
様

東
向
陽
台
班	

高
橋
　
貞
三
　
様

成
田
東
班	

鈴
木
　
茂
則
　
様

富
ケ
丘
北
部
班	

菊
地
　
利
夫
　
様

○
表
彰
状
（
永
年
就
業
さ
れ
た
模
範
会
員
）

東
向
陽
台
班	

長
　
　
秀
治
　
様

富
ケ
丘
北
部
班	

早
坂
　
洋
子
　
様

富
ケ
丘
北
部
班	

石
窪
　
　
嘉
　
様

東
向
陽
台
班	

菅
原
　
良
昌
　
様

富
ヶ
丘
南
部
班	

髙
橋
　
郁
子
　
様

鷹
乃
杜
班	

松
好
　
定
雄
　
様

富
ヶ
丘
南
部
班	

寺
島
　
洋
子
　
様

富
谷
第
1
班	

遠
藤
　
正
春
　
様

東
向
陽
台
班	

齋
藤
　
裕
二
　
様

富
谷
第
2
班	

野
田
　
教
雄
　
様

富
ヶ
丘
南
部
班	

須
藤
　
守
次
　
様

あ
け
の
平
北
班	

伊
藤
　
　
寛
　
様

富
ケ
丘
北
部
班	

勅
使
河
原
　
宏
安
　
様

富
ケ
丘
北
部
班	

坂
本
　
喜
美
雄
　
様

富
ケ
丘
南
部
班	

千
葉
　
純
雄
　
様

鷹
乃
杜
班	

佐
藤
　
　
勝
　
様

日
吉
台
班	

野
坂
　
惠
三
　
様

理 

事 

長 

鈴
木　

康
夫

副
理
事
長 

長
谷
川　

宏

理　
　

事 

須
藤　

武
夫

理　
　

事 

齊
藤　
　

睦

理　
　

事 

佐
藤　

惠
子

理　
　

事 

初
田　

文
子 

（
新
任
）

理　
　

事 

田
中　

國
明 

（
新
任
）

理　
　

事 

戸
根 

美
津
子

理　
　

事 

相
澤　
　

博 

（
新
任
）

理　
　

事 

佐
藤　

邦
男 

（
新
任
）

理　
　

事 

吉
田　

尚
樹

 

（
富
谷
市
経
済
産
業
部
長
）

常
務
理
事 

奥
山　

育
男 

（
新
任
）

 
 （

事
務
局
長
兼
務
）

監　
　

事 

渡
邉 

多
久
哉

 
 （

代
表
監
事
）

監　
　

事 

那
須　

正
行 

（
新
任
）

１　地域班長及び担当理事（敬称略）
№ 地域名 班　長 担当理事
1 富谷第１ 菅野　　剛

須藤　武夫
2 富谷第２ 滝口　　繁

3 あけの平北 佐藤　高紀 佐藤　惠子	
初田　文子

4 あけの平南 渡邉　元次 齊藤　　睦
5 富ケ丘北部 坂本　喜美雄

田中　國明
6 富ケ丘南部 松浦　敏行
7 鷹乃杜 川田　敏郎 齊藤　　睦
8 日吉台 後藤　勝太郎 鈴木　康夫

9 東向陽台 宮本　和雄 戸根　美津子	
相澤　　博

10 成田東 川村　吉造 佐藤　邦男

２　職群班長及び担当理事（敬称略）
№ 職群名 班　長 担当理事
1 運　転 佐藤　　誠 長谷川　宏

2 清　掃 及川　信夫 田中　國明	
佐藤　邦男

3 植　木 佐々木　保昭 鈴木　康夫

4 除　草
山内　保博	
髙橋　　眞	
佐澤　　繁

須藤　武夫	
齊藤　　睦	
相澤　　博

5 福　祉 小野　文子
戸根　美津子	
佐藤　惠子	
初田　文子

6 学　校 大瀧　俊雄 長谷川　宏
7 建　築 原田　弘治 須藤　武夫
8 筆　耕 土田　信也 戸根　美津子
9 表　具 高橋　貞三 佐藤　惠子

富
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
12
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
色
々
な
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
き

ま
す
。
学
校
班
に
所
属
、
3
つ
の
学
校
を
異
動
し
、
い
ず
れ

も
良
き
仲
間
と
と
も
に
生
き
が
い
の
あ
る
仕
事
を
続
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
仕
事
は
多
種
多
様
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
主
に
先
生
・
生
徒
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
業

務
で
す
が
、
時
に
は
未
経
験
の
業
務
依
頼
が
入
り
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
で
取
組
ん
で
、
何
と
か
期
待
に
そ
う
こ
と
が
出
来

る
こ
と
も
あ
り
、
次
の
仕
事
に
意
欲
が
出
て
く
る
こ
と
に
嬉

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち
の
明
る
い
笑
顔
、

元
気
な
声
に
励
ま
さ
れ
、
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
受
賞
は
、
職
員
・
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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✿✿✿富谷市シルバー人材センター女性活躍✿✿✿

内観写真

ひより台2丁目 ふきのとうの会　内海　登喜子 様

　先日、当センターで小物づくりをしている会員と一緒に「ギャラリーなごみ」
さんを訪れたところ、偶然にも今年の４月にリニューアルオープン後、来場者
1,000人目ですと言われ大変驚きました。当センターにおいても令和元年10月から
「ふれあいサロン“Café♡悠里”」を営業しておりますが、当時オープンするにあ
たり（公社）富谷市シルバー人材センター様に大変お世話になりました。これか
らも可能な限り行き来することにより、お互いが刺激を受けながら良い方向へ進
んで行ければと考えております。
　この度は、素敵な記念品もいただき誠にありがとうございました。

　高齢者の過ごし方を考える年齢になった時、町内会のサークルで仲間と色々や
りたい事で希望に満ち溢れていた矢先に、コロナ禍になりほとんどの予定が無く
なり、周りのお友達も外出もできず、人に会うことも不安な様子でした。そんな
時、「ギャラリーなごみ」のリニューアルオープンに誘うことが出来ました。そ
こでは小物から大作まで手作りの作品が展示販売されていて、毎回新しいものを
見つけることが楽しみです。またそこには、笑顔で心配りの良いスタッフさんが
いつでも出迎えてくれることです。気兼ねなくおしゃべりして笑って来れる本当
に素敵な場所です。ずーっと、ずーっと私達の心のよりどころで、気軽に立ち寄
れる居場所であってください。

作品

お客様の声

富ヶ丘北部班　岡崎　ミチ子「ギャラリーなごみ」のあゆみ

移転後来店者  1000人  達成（令和4年8月4日） 
来場者数8月末現在1095人、売上8月末現在741,095円(前年対比193.2％)

リニューアルオープン以降、県内市町村より数多くの方にご来場いただき、好評を得ています。新しい発見があ
るかもしれませんので、是非一度お立ち寄りください。会員スタッフ一同、心よりお待ち申し上げます。

　「ギャラリーなごみ」は、平成 21 年 6 月に独自事業として女性会員 16 名による小物作りの会で発足し、平成 29
年 7 月に名称「ギャラリーなごみ」として、しんまち通りに山田さん所有の古民家を借用して開店しました。
　令和 4 年 4 月からは、しんまち通りの脇本陣跡である氣仙屋さんへ移転し、リニ
ューアルオープンしました。現在は女性会員 11 名で製作しています。
　市政だより、新聞、テレビ、地域情報誌にも取り上げられ、更に、全国シルバーでも
女性活躍事例発表にも選ばれるなど、会員のやりがいに繋がっています。お陰様で
移転後も市内の方々は勿論、県内各方面からご来店者も増え、出会いを楽しみ、笑顔
溢れる私たちの居場所であり、生きがいになっています。8 畳 2 間の広々とした空
間に音楽が流れ、季節の花々が作品に彩りを添え、皆様のご来店をお待ちしていま
す。

＜問い合わせ＞　
公益社団法人富谷市シルバー人材センター　☎022-779-1388

ギャラリーなごみ
�� : �����������������

時間 : 10時半～15時まで

場所 : 富谷市富谷新町100番地

 ( 脇本陣跡（氣仙屋))

�

いさわ屋

とみやど

至4号

ギャラリーなごみ

ＴＯＭＩ＋
富谷市シルバー
人材センター

いさわ屋

とみやど

至4号

亘理町シルバー人材センター常務理事兼事務局長　佐藤 和江 様1000人目来店者の声

「ギャラリーなごみ」(令和4年4月21日リニューアルオープン)
富谷市シルバー人材センター独自事業小物製作販売

　令和 4 年 1 月 19 日に公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会主催でシルボン
ヌ全国大会が東京・コングレスクエア日本橋において開催されました。全国の 1300 を超える
シルバー人材センターには、現在約 23 万 6000 人の女性が入会しています。本大会は、女性
会員の多彩な活動を多くの皆様に知っていただき、女性会員の拡大と更なる活躍促進に活か

していくことを目的に、昨年に続き２回目の開催となりました。
　全国から 3 センター ( 宮城県富谷市シルバー・福井県大野市シルバー・兵庫県芦屋市シルバー ) が女性会員の活躍
事例を発表、当センター職員日諸喜代子が富谷市シルバー人材センターの「ギャラリーなごみ」と子育てサロン「ほっと育く」
の活動事例を発表しました。
　また同会場で、全国のシルバー人材センターの女性会員が、「独自事業」として楽しみながら製作・販売している小物や農
産物などを展示・紹介、販売しました。当センターからは小野会員、岡崎会員が販売接客を担当しました。
　なお、当センターホームページにおいて、事例発表が閲覧出来ますので、是非ご覧ください。
( ホームページを開いて以下の手順でクリックしてください。お知らせ一覧→2022 年 2 月7日付け、全シ協主催「シルボン
ヌ全国大会 IN TOKYO 2021」に参加致しました )
　また、月刊シルバー人材センター 2022.4 月号に掲載されておりますので、ご覧になりたい方はセンター事務所まで是非
いらっしゃってください。
　※ シルボンヌ(Silbonne) は「シルバー (silver)」と「ボンヌ(bonne)( フランス語で女性の「お手伝い」「親切」「優れた」の意味 )」を合わ
 せた造語です。

シルボンヌ全国大会に、コロナ感染に気をつけ
日帰りの強行スケジュールで行って来ました。

全国から３センター選ばれた中での当シルバー
日諸さんの「女性活躍事例発表」がありました。
会場の中では、富谷市シルバーらしい発表で皆様
に感動を届けられたと思います。

サブ会場では独自事業として製作・販売展示な
どが行われ、当シルバーもカード入、布草履、ア
クセサリーなど手作り小物を販売し、お客様に大
好評でした。

他センターの方と
作品等の意見交換や、
今後のなごみの製作
活動にも沢山のヒン
トをいただき、色々
な刺激を受け、とて
も有意義な一日でし
た。

展示販売に参加してみて　東向陽台班　小野　文子

　この度、全国シルバーの「女性活躍事例発表」に選んでい
ただき、平成 21 年から携わってきた子育てサロン「ほっと
育く」と、「ギャラリーなごみ」での小物製作販売の 2 つの
独自事業の事例を発表しました。
　他のシルバーの皆様も規模が大きくとても素晴らしい事業
でした。その中で、当シルバーは、富谷市らしさを、皆様に
お伝え出来たかと思います。
　大会の終わりには、事務局より「富谷市は生きがい就業の
お手本のようだった。感動した！」とのご感想をいただき、
感無量です！これまで会員と共に、産みの苦しみを一緒に乗
り越え、今では会員が本
当の『生きがい』『やり
がい』をみつけられる場
所となりました。これか
らもありがとうの気持ち
と感謝を忘れず、会員と
共に笑顔で頑張っていき
たいと思います。

発表しての感想　　職員　日諸　喜代子  

【発表概要】
高齢者の居場所づくりとやりがいのある就労機会提供の事例として、独自事業

「ギャラリーなごみ」と子育てサロン「ほっと育く」についてご紹介しました。
「ギャラリーなごみ」は歴史ある旧宿場町にたたずむ古民家を活用して、“笑顔美人”
な女性会員たちが手作りの和小物等を販売する地域の縁側のような場所として、ま
た、地域の活性化に寄与することを目指しています。
子育てサロン「ほっと育く」は異世代交流の場であり、かつ地域の子育て中のお母
さんたちの心の拠り所として永く愛され、時にはサロンに通っていた子供達が成長
した姿を“ばぁば”達に顔を見せに来てくれます。発表では、就労している女性会
員の皆さんの活き活きとした姿を、写真をまじえてお伝えしました。

発表テーマ　「創造するシルバー女性～次代を育み　笑顔を紡ぐ～」 発表者　日諸　喜代子

富谷市シルバー人材センター女性活躍事例発表！

発表の様子

ありがとうは魔法の言葉
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✿✿✿富谷市シルバー人材センター女性活躍✿✿✿

内観写真

ひより台2丁目 ふきのとうの会　内海　登喜子 様

　先日、当センターで小物づくりをしている会員と一緒に「ギャラリーなごみ」
さんを訪れたところ、偶然にも今年の４月にリニューアルオープン後、来場者
1,000人目ですと言われ大変驚きました。当センターにおいても令和元年10月から
「ふれあいサロン“Café♡悠里”」を営業しておりますが、当時オープンするにあ
たり（公社）富谷市シルバー人材センター様に大変お世話になりました。これか
らも可能な限り行き来することにより、お互いが刺激を受けながら良い方向へ進
んで行ければと考えております。
　この度は、素敵な記念品もいただき誠にありがとうございました。

　高齢者の過ごし方を考える年齢になった時、町内会のサークルで仲間と色々や
りたい事で希望に満ち溢れていた矢先に、コロナ禍になりほとんどの予定が無く
なり、周りのお友達も外出もできず、人に会うことも不安な様子でした。そんな
時、「ギャラリーなごみ」のリニューアルオープンに誘うことが出来ました。そ
こでは小物から大作まで手作りの作品が展示販売されていて、毎回新しいものを
見つけることが楽しみです。またそこには、笑顔で心配りの良いスタッフさんが
いつでも出迎えてくれることです。気兼ねなくおしゃべりして笑って来れる本当
に素敵な場所です。ずーっと、ずーっと私達の心のよりどころで、気軽に立ち寄
れる居場所であってください。

作品

お客様の声

富ヶ丘北部班　岡崎　ミチ子「ギャラリーなごみ」のあゆみ

移転後来店者  1000人  達成（令和4年8月4日） 
来場者数8月末現在1095人、売上8月末現在741,095円(前年対比193.2％)

リニューアルオープン以降、県内市町村より数多くの方にご来場いただき、好評を得ています。新しい発見があ
るかもしれませんので、是非一度お立ち寄りください。会員スタッフ一同、心よりお待ち申し上げます。

　「ギャラリーなごみ」は、平成 21 年 6 月に独自事業として女性会員 16 名による小物作りの会で発足し、平成 29
年 7 月に名称「ギャラリーなごみ」として、しんまち通りに山田さん所有の古民家を借用して開店しました。
　令和 4 年 4 月からは、しんまち通りの脇本陣跡である氣仙屋さんへ移転し、リニ
ューアルオープンしました。現在は女性会員 11 名で製作しています。
　市政だより、新聞、テレビ、地域情報誌にも取り上げられ、更に、全国シルバーでも
女性活躍事例発表にも選ばれるなど、会員のやりがいに繋がっています。お陰様で
移転後も市内の方々は勿論、県内各方面からご来店者も増え、出会いを楽しみ、笑顔
溢れる私たちの居場所であり、生きがいになっています。8 畳 2 間の広々とした空
間に音楽が流れ、季節の花々が作品に彩りを添え、皆様のご来店をお待ちしていま
す。

＜問い合わせ＞　
公益社団法人富谷市シルバー人材センター　☎022-779-1388

ギャラリーなごみ
�� : �����������������

時間 : 10時半～15時まで

場所 : 富谷市富谷新町100番地

 ( 脇本陣跡（氣仙屋))

�

いさわ屋

とみやど

至4号

ギャラリーなごみ

ＴＯＭＩ＋
富谷市シルバー
人材センター

いさわ屋

とみやど

至4号

亘理町シルバー人材センター常務理事兼事務局長　佐藤 和江 様1000人目来店者の声

「ギャラリーなごみ」(令和4年4月21日リニューアルオープン)
富谷市シルバー人材センター独自事業小物製作販売

　令和 4 年 1 月 19 日に公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会主催でシルボン
ヌ全国大会が東京・コングレスクエア日本橋において開催されました。全国の 1300 を超える
シルバー人材センターには、現在約 23 万 6000 人の女性が入会しています。本大会は、女性
会員の多彩な活動を多くの皆様に知っていただき、女性会員の拡大と更なる活躍促進に活か

していくことを目的に、昨年に続き２回目の開催となりました。
　全国から 3 センター ( 宮城県富谷市シルバー・福井県大野市シルバー・兵庫県芦屋市シルバー ) が女性会員の活躍
事例を発表、当センター職員日諸喜代子が富谷市シルバー人材センターの「ギャラリーなごみ」と子育てサロン「ほっと育く」
の活動事例を発表しました。
　また同会場で、全国のシルバー人材センターの女性会員が、「独自事業」として楽しみながら製作・販売している小物や農
産物などを展示・紹介、販売しました。当センターからは小野会員、岡崎会員が販売接客を担当しました。
　なお、当センターホームページにおいて、事例発表が閲覧出来ますので、是非ご覧ください。
( ホームページを開いて以下の手順でクリックしてください。お知らせ一覧→2022 年 2 月7日付け、全シ協主催「シルボン
ヌ全国大会 IN TOKYO 2021」に参加致しました )
　また、月刊シルバー人材センター 2022.4 月号に掲載されておりますので、ご覧になりたい方はセンター事務所まで是非
いらっしゃってください。
　※ シルボンヌ(Silbonne) は「シルバー (silver)」と「ボンヌ(bonne)( フランス語で女性の「お手伝い」「親切」「優れた」の意味 )」を合わ
 せた造語です。

シルボンヌ全国大会に、コロナ感染に気をつけ
日帰りの強行スケジュールで行って来ました。

全国から３センター選ばれた中での当シルバー
日諸さんの「女性活躍事例発表」がありました。
会場の中では、富谷市シルバーらしい発表で皆様
に感動を届けられたと思います。

サブ会場では独自事業として製作・販売展示な
どが行われ、当シルバーもカード入、布草履、ア
クセサリーなど手作り小物を販売し、お客様に大
好評でした。

他センターの方と
作品等の意見交換や、
今後のなごみの製作
活動にも沢山のヒン
トをいただき、色々
な刺激を受け、とて
も有意義な一日でし
た。

展示販売に参加してみて　東向陽台班　小野　文子

　この度、全国シルバーの「女性活躍事例発表」に選んでい
ただき、平成 21 年から携わってきた子育てサロン「ほっと
育く」と、「ギャラリーなごみ」での小物製作販売の 2 つの
独自事業の事例を発表しました。
　他のシルバーの皆様も規模が大きくとても素晴らしい事業
でした。その中で、当シルバーは、富谷市らしさを、皆様に
お伝え出来たかと思います。
　大会の終わりには、事務局より「富谷市は生きがい就業の
お手本のようだった。感動した！」とのご感想をいただき、
感無量です！これまで会員と共に、産みの苦しみを一緒に乗
り越え、今では会員が本
当の『生きがい』『やり
がい』をみつけられる場
所となりました。これか
らもありがとうの気持ち
と感謝を忘れず、会員と
共に笑顔で頑張っていき
たいと思います。

発表しての感想　　職員　日諸　喜代子  

【発表概要】
高齢者の居場所づくりとやりがいのある就労機会提供の事例として、独自事業

「ギャラリーなごみ」と子育てサロン「ほっと育く」についてご紹介しました。
「ギャラリーなごみ」は歴史ある旧宿場町にたたずむ古民家を活用して、“笑顔美人”
な女性会員たちが手作りの和小物等を販売する地域の縁側のような場所として、ま
た、地域の活性化に寄与することを目指しています。
子育てサロン「ほっと育く」は異世代交流の場であり、かつ地域の子育て中のお母
さんたちの心の拠り所として永く愛され、時にはサロンに通っていた子供達が成長
した姿を“ばぁば”達に顔を見せに来てくれます。発表では、就労している女性会
員の皆さんの活き活きとした姿を、写真をまじえてお伝えしました。

発表テーマ　「創造するシルバー女性～次代を育み　笑顔を紡ぐ～」 発表者　日諸　喜代子

富谷市シルバー人材センター女性活躍事例発表！

発表の様子

ありがとうは魔法の言葉
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富
谷
茶
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
状
況
を
報
告
致

し
ま
す
。

令
和
4
年
度
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

〇
5
月
17
日　
茶
摘
み
式
を
実
施　

富
谷
市
若
生
裕
俊
市
長
は
じ
め
役
員
会
員
で
実
施
、

テ
レ
ビ
局
、
新
聞
各
社
の
取
材
も
あ
り
ま
し
た
。

前
年
に
引
続
き
焙ほ

い
ろ炉
で
製
茶
を
行
い
ま
し
た
。

生
茶
葉
収
量
２
７
０
０
ｇ
→
製
茶
量
６
２
２ｇ

〇
6
月
14
日　
２
回
目
の
茶
摘
み
を
実
施

大
釜
で
製
茶
を
行
い
ま
し
た
。

生
茶
葉
収
量
６
７
０
０
ｇ
→
製
茶
量
１
４
６
０
ｇ

〇
製
茶
し
た
お
茶
は
10
月
10
日
街
道
ま
つ
り
で
振
る
舞

　
う
予
定
で
す
。

〇
定
期
的
に
剪
定
、
施
肥
、
除
草
を
行
い
ま
し
た
。

富
谷
茶
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
後
実
施
さ
れ

る
富
谷
宿
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
富
谷
茶
を
よ

り
多
く
の

方
に
知
っ

て
い
た
だ

け
る
よ
う
、

事
業
展
開

し
て
参
り

ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く

お
願
い
し

ま
す
。

令
和
5
年
10
月
1
日
か
ら
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
新
た
な
税
負
担
が
発
生
す
る
な

ど
、
運
営
上
、
大
き
な
問
題
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
消
費
税

請
負
・
委
任
の
形
態
で
就
業
す
る
会
員
は
個
人
事
業
主

で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
が
会
員
に
支
払
う
配
分
金
に
は
消
費

税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
会
員
は
免
税
事
業

者(

年
間
課
税
売
上
高
１
０
０
０
万
円
以
下)

で
あ
る
た
め
、

現
行
で
は
、
配
分
金
に
含
ま
れ
る
消
費
税
を
納
税
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
た
場
合

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
、
会
員(

免
税
事

業
者)

へ
の
配
分
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
仕
入
控
除
を

行
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
セ
ン
タ
ー
は
配
分
金
に
含

ま
れ
る
消
費
税
相
当
を
新
た
に
納
税
す
る
必
要
が
生
じ
ま

す
。

〇
現
在
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

セ
ン
タ
ー
が
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
事
業
を
継
続
で

き
る
よ
う
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
を

中
心
に
、
国
等
に
対
し
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
配
分
金
に
係

る
仕
入
控
除
の
特
例
措
置
を
求
め
る
要
望
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

富
谷
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
係
る
仕
入
税
額
控
除
の
特
例
措
置
を
求
め
る
意
見

書
」
が
可
決
さ
れ
、
国
に
提
出
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
イ
ン
ボ
イ
ス
に
関
す
る
情

報
を
適
宜
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

富
谷
茶
復
活

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
つ
い
て

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

焙炉で製茶作業をしている様子

信
頼
は
　
安
全
作
業
の
　
積
み
重
ね

最
優
秀
賞

東
向
陽
台
班
　
　

戸
根
　
美
津
子

禁
止
だ
よ
　
し
た
は
ず
　

見
た
は
ず
　
や
っ
た
は
ず

優
秀
賞

東
向
陽
台
班
　
　

小
林
　
修
治

気
を
つ
け
よ
う

　
薬
の
飲
み
忘
れ
と
　
事
故
防
止

特
別
賞

あ
け
の
平
北
班
　
　

斎
藤
　
金
清

慌
て
ず
に
　
心
に
ブ
レ
ー
キ
　
指
差
確
認

優
秀
賞

成
田
東
班
　
　

齊
藤
　
滋

令和４年度安全標語受賞作品が決定しましたので、会員の皆様にお知らせいたします。

令
和
四
年
度

安
全
標
語
受
賞
作
品
決
定
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会員のひろば会員のひろば
ホープさん紹介

　海育ちの私でしたが、結婚後、主人の転勤で山形に引越し、山形では親子スキー教室

があり、子供達と主人が楽しそうに蔵王のコースの話をしていたので、私も37歳からス

キーを始めました。それからは春山スキーを滑りたくて、ずーっと続けています。

　51歳からは、冬スキーの為に水泳も始めました。今は教室には入らずフリーで一日最

低１㎞は泳ぐようにしています。お陰様で、健康で働いた後、昨年シルバーに入会して

今は除草の仕事をしています。

　いつまで出来るかわかりませんが、何とか元気で頑張っています。幸い雪が降ると仕

事はお休み！ラッキー！！雪が降ると皆さんは嫌がりますが、私はワクワクします。

　今後も気力体力を整えて頑張ります！

シルバー人材センターに入り、子育てサロン『ほっ
と育く』で子供たちの見守りをしていると、遠くに住
んでいる孫達と接しているように思えて嬉しくなって
きます。
『ほっと育く』は、私の方が、孫のよ
うな子供たちから元気をもらい、生きが
いとなる場所になっています。

平成30年に入会しました。
私に何が出来るのか考えた時、外で働きたく、除草
が出来るのかなと思い、除草班に入りました。先輩の
皆様に指導を受け作業をし、きれいになっていく場所
を見たり、お客様から「ありがとう」と言われること
がとてもうれしく思います。大変ですが先輩の皆さん
にやさしくしてもらい、楽しく仕事が出来ることに感
謝しています。

会員のひろば

成田東班　福田　英子

シルバーに入会して

あけの平南班　小野寺　民子

『ほっと育く』で元気

私の趣味 あけの平北班　千葉　文子

私のふるさと紹介    -宮城県大和町- 富ヶ丘南部班　熊谷　信一

戦後の傷跡が癒えない昭和22年、富谷に隣接する日本の原風景とでもいうべきのどかな田園

風景が広がる黒川郡旧鶴巣村で私は産声をあげた。同村は11の集落からなり、我が集落大崎は

役場、小・中学校、駐在所、郵便局、農協、診療所等が所在し、村の中心をなした。といって

も映画館などの娯楽施設や飲食店などはなく、それは西に4㎞先の旧吉岡町に求めた。(同村は

昭和30年に周辺の4町村と合併して大和町となる。)

幼年期、学童期、少年期を過ごし、思い出がいっぱい詰まったそんなふるさともご多分にも

れず過疎化が進み、いまや往時を偲ばせる光景は窺い知れなくなり、寂しさが募ってしまう。

ふるさとを離れて50有余年、事務職としての仙台の職場での長年の勤めを終え、人生の余白も少なくなり、

空虚感を抱きはじめて社会参加を模索していた3年前に貴シルバー人材センターとのご縁を得た。以来、東向

陽台小学校に業務員としてお世話になっている。

不慣れな仕事であったが幸いにも同僚に恵まれ、校長先生をはじめ、教頭先生、教職員の方々から長幼の序

をもって温かく、優しく接していただき、児童の歓声のなか、生き甲斐を感じ、生涯学習の場をも実感しなが

ら緊張感を持ちつつ「愚直に人事を尽くす。」を旨として、楽しく勤めさせていただいている。
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編
集
後
記

配 分 金 の 支 払 日

会員数

［ 正 会 員 ］男性 316人 女性 101人
合計417人

［特別会員］ 2人　 ［賛助会員］ 11人

令和４年9月末現在

事務局
だより

行 事 予 定

「街道まつり」への参加
日時	：	令和4年10月10日(月)
	 	 …「スポーツの日」で祝日です。
　　　午前10時～午後5時
場所	：	氣仙屋
	 	 (富谷市富谷新町100番地)
内容	：	「ギャラリーなごみ」開店
　　	 	 敷地内で富谷茶の振舞い(予定)
	※皆さんお気軽にお越しください。

シルバーの日
ボランティア清掃
日時	：	令和4年10月15日(土)
場所	：	富谷市内各公民館ほか	
	 	 (地域班別集合)
	
※実施については地域班長を通
じて、会員の皆様に通知致しま
す。

	 安全適正就業推進大会
	 日時：令和4年11月に実施予定
	 場所：富谷中央公民館　大ホール
　	※詳細は決定次第、会員の皆様に別途ご案内致します。

　
	

時間：午後1時30分　
場所：センター会議室
「会員の皆様、周囲の方への声
掛け、宜しくお願いします。」

10月は「シルバー人材センター　　　
　　　　　　普及啓発促進月間」です！

広
報
委
員
長
　
田
中
　
國
明

広
報
副
委
員
長
　
佐
藤
　
惠
子

広
報
委
員
　
佐
藤
　
邦
男

広
報
委
員
　
初
田
　
文
子

広
報
委
員
　
横
堀
　
弘
喜

10月12日（水）

11月 9日（水）

12月14日（水）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に
つ
い
て

令
和
４
年
度

　

要
望
活
動
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

鈴
木
理
事
長
、
長
谷
川
副
理
事

長
、
奥
山
事
務
局
長
が
令
和
4
年

8
月
19
日
に
富
谷
市
若
生
裕
俊
市

長
、
富
谷
市
議
会
青
柳
信
義
議
長

を
訪
ね
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
協
会
の
令
和
4
年
度

定
時
総
会
決
議
に
基
づ
き
、
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
お
忙
し
い

中
ご
対
応
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

要
望
の
趣
旨
は
「
令
和
5
年
度

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

に
対
す
る
補
助
金
や
公
共
事
業
の

発
注
の
確
保
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
施
行
に
対
す
る
特
段

の
ご
配
慮
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。」
と
い
う
も
の
で

す
。

　

事
務
局
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
定
期
的
に
更
新
し
て
お
り

ま
す
。
行
事
予
定
、
活
動
報
告
ほ
か
、
お
客
様
や
会
員
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
感
染
の
疑
い
、
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場
合

会
員
が
発
熱
等
か
ぜ
の
諸
症
状
が
あ
る
、
感
染
又
は
濃
厚
接

触
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
仕
事
を
休
み
、
セ
ン
タ
ー
に
直
ぐ

連
絡
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

◎
仕
事
、
日
常
生
活
に
お
け
る
注
意
点

会
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
「
三
密
」
の
回
避
や
マ
ス
ク

着
用
、
手
指
衛
生
、
こ
ま
め
な
換
気
等
の
基
本
的
な
感
染
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

あ
れ
ほ
ど
暑
か
っ
た
夏
も
ど

こ
か
へ
消
え
去
り
、
空
に
は
秋
の

雲
が
流
れ
て
お
り
ま
す
。

明
る
い
話
題
が
少
な
か
っ
た

こ
の
夏
の
中
で
、
胸
躍
ら
さ
れ
た

仙
台
育
英
学
園
の
甲
子
園
で
の

活
躍
は
、『
白
河
越
え
』
と
い
う

感
動
を
も
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
と
移
り
、

な
か
な
か
収
束
の
気
配
を
見
せ

て
く
れ
ま
せ
ん
。
我
々
シ
ル
バ
ー

は
決
し
て
油
断
す
る
こ
と
な
く
、

お
互
い
に
気
を
つ
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

今
号
は
定
時
総
会
や
シ
ル
ボ

ン
ヌ
全
国
大
会
模
様
等
を
中
心

に
載
せ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

沢
山
の
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
ま
し
た
皆
様
、
御
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
充

実
し
た
広
報
誌
に
な
る
よ
う
、
皆

様
方
の
ご
意
見
や
感
想
な
ど
を

事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
れ

ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会員募集・入会説明会
	 七ツ森ハーフマラソン大会
	 日時	：	令和4年10月23日(日)
	 会場	：	富谷市総合運動公園・大和町総合運動公園
※当センター会員がボランティアスタッフとして参加・協力します。
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